
７
月

日
に
行
な
わ
れ

17

た
市
の
説
明
会
で
は
、
高

田
学
苑
前
を
左
折
し
て
本

山
前
は
通
ら
な
い
ル
ー
ト

だ
っ
た
が
、
出
席
者
が
声
を

令
和
３
年
４
月
か
ら
コ
ミ
ュ
揃
え
て
要
望
し
た
た
め
変

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
高
田
本
山
の

更
が
実
現
し
た
。

前
を
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
元
と
し
て
も
積
極
的

こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
網

な
利
用
と
客
を
増
や
す

の
全
市
的
な
見
直
し
の
中
で

努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

実
現
し
た
も
の
で
、
河
芸
総

昭
和

年
の
志
登
茂
川
水

っ
た
。
し
か
し
、
志
登
茂
川

志
登
茂
川
に
は
、
上
流
か

る
た
め
も
あ
る
が
、
曜
日
や

に
思
っ
て
し
ま
う
が
、
実
は
、

合
支
所
を
起
点
に
か
わ
き

日
ま
で
開
催
。
受
付
は
、
高

49

害
は
、
昔
か
ら
一
身
田
に
住

の
整
備
は
ま
だ

パ
ー
セ
ン

ら
今
井
井
堰
、
新
平
野
な

時
間
帯
に
関
係
な
く
大
雨
、

そ
の
途
中
で
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ

た
苑
、
西
豊
野
（
今
井
）
、
本

田
本
山
境
内
の
茶
所

蓮

３６

ん
で
い
る
人
は
誰
で
も
覚
え

ト
し
か
進
ん
で
い
な
い
。
河

ど
の
一
二
の
樋
門
、
平
野
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
や
っ
て
く
る

ー
ル
す
る
た
め
の
樋
門
や
ポ

山
前
、
一
身
田
郵
便
局
前
、
心
庵
に
て
。
景
品
は
な
く

て
い
る
。
一
晩
で
３
３
１
ミ
リ

口
か
ら
３
・
５
キ
ロ
の
近
鉄

中
野
、
一
身
田
な
ど
の
一

の
で
、
設
備
を
適
切
に
操
作

ン
プ
場
を
通
過
し
て
お
り
、

岩
崎
病
院
前
を
経
て
、
一
身

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

の
雨
が
降
り
、
志
登
茂
川
の

架
橋
ま
で
の
区
間
の
整
備

五
の
排
水
機
場
が
あ
る
。
し
、
流
れ
着
く
大
量
の
ゴ
ミ

ゴ
ミ
は
除
塵
機
で
取
り
除
か

田
団
地
を
通
り
抜
け
て
北

水
が
溢
れ
、
水
勢
は
一
身
田

を
優
先
的
に
進
め
て
い
る

実
は
、
一
身
田
の
街
な
か

を
処
理
し
て
頂
い
て
い
る
。

れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
設

部
市
民
セ
ン
タ
ー
、
セ
ノ
パ

全
域
に
及
び
、
南
側
の
毛
無

こ
と
は
、
本
紙
の
６
月
号
で

を
通
る
毛
無
川
に
も
一
二

地
域
を
水
害
か
ら
守
る
た

備
の
多
く
は
老
朽
化
が
進
ん

ー
ク
、
白
塚
駅
へ
と
走
る
。

川
を
も
越
え
た
。
床
上
浸
水

紹
介
済
み
で
あ
る
。

の
樋
門
と
一
つ
の
排
水
機

め
に
、
強
い
使
命
感
で
取
り

で
お
り
、
何
と
か
維
持
さ
れ

１
３
０
６
戸
、
床
下
６
２
５
戸

な
お
、
最
近
大
き
な
浸

場
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
市

組
ん
で
頂
い
て
い
る
が
、
街
で

て
き
て
い
る
。

仲
ノ
町
通
り
に
５
月
、

も
の
被
害
で
あ
っ
た
。

水
被
害
が
な
い
の
は
、
河
道

の
管
理
も
あ
る
が
、
多
く

生
活
す
る
住
民
の
多
く
は

一
身
田
地
区
自
治
会
連

新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

志
登
茂
川
水
害
訴
訟
は

拡
幅
や
排
水
機
場
設
置
な

は
地
元
の
水
利
組
合
、
自

そ
の
苦
労
を
知
ら
な
い
。

合
会
で
は
、
こ
う
い
う
努
力

「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ]

が

住
民
側
敗
訴
で
終
わ
っ
た

ど
の
治
水
対
策
に
よ
っ
て
か

治
会
な
ど
が
操
作
管
理
を

川
に
落
ち
た
木
の
葉
は
、

で
街
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
旧
野

が
、
県
に
よ
る
志
登
茂
川
改

ろ
う
じ
て
守
ら
れ
て
き
た

受
託
し
て
い
る
。

水
の
流
れ
に
乗
っ
て
悠
然
と

を
多
く
の
住
民
が
知
っ
て
お

津
市
出
身
の
写
真
家
浅

示
し
ま
す
。
浅
田
さ
ん
の
作

田
屋
文
具
店
だ
っ
た
店
舗

修
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
な

こ
と
も
あ
る
。

農
業
用
水
と
し
て
利
用
す

伊
勢
湾
に
流
れ
着
く
よ
う

く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か

田
政
志
さ
ん
が
モ
デ
ル
に

品
が
見
ら
れ
る
の
は
一
身
田

を
改
装
し
、
県
内
の
約
60

ら
、
現
地
見
学
会

な
り
、
一
身
田
で
も
ロ
ケ
が

だ
け
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
店

件
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
作

と
防
災
研
修
会
の

行
わ
れ
た
映
画
「
浅
田

を
巡
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

家
）
さ
ん
た
ち
が
、
手
作
り

開
催
を
計
画
し
て
い

家
！
」
の
公
開
に
合
わ
せ

お
店
で
お
買
い
物
を
す
る

雑
貨
を
中
心
に
様
々
な
楽

る
。

て
、
一
身
田
商
工
振
興
会

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
が
掲

し
い
商
品
を
提
供
し
て
い
ま

防
災
は
「
自
助
、

で
は
、
浅
田
さ
ん
撮
影
の

載
さ
れ
た
特
製
カ
ー
ド
が

す
。
下
津
醤
油
や
野
田
あ

共
助
、
公
助
」
が
大

「
実
は
わ
た
し
・
・
・
な
ん
で

貰
え
ま
す
。
カ
ー
ド
を
集
め

ら
れ
な
ど
の
地
元
特
産
品

切
で
あ
る
。
地
域
の

す
」
ア
ン
コ
ー
ル
写
真
展
を

る
と
、
浅
田
政
志
さ
ん
サ
イ

も
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
日

安
全
を
守
る
施
設

開
催
し
ま
す
。

ン
入
り
新
作
写
真
集
や
国

に
よ
っ
て
、
パ
ン
や
お
弁
当
・

の
実
態
に
つ
い
て
学

一
身
田
に
住
む
町
の
ひ
と

宝
記
念
メ
ダ
ル
な
ど
、
素
敵

お
菓
子
な
ど
の
出
張
販
売

ぶ
こ
と
も
、
立
派
な

た
ち
を
主
役
に
し
た
ユ
ー
モ

な
景
品
が
貰
え
る
カ
ー
ド
ラ

も
あ
り
ま
す
。

自
助
で
は
な
い
だ
ろ

ア
溢
れ
る
全

点
の
写
真

リ
ー
も
実
施
し
ま
す
。

一
身
田
町
２
７
６
２
番
地

36

う
か
。

を
参
加
店
舗
の
店
頭
に
展

月
３
日
か
ら
来
年
１
月

電
話
２
６
１

７
３
４
４

10

16

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｅ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
」
で

橋
付
近
は
急
勾
配
の
た
め
対

向
車
が
見
え
づ
ら
く
、
し
ば

し
ば
立
ち
往
生
す
る
こ
と
も

戦
後

年
経
て
、
昭
和

増
加
し
ま
し
た
。

歳
以
上

女

・
７
歳
を
更
に
延
ば

か
」
そ
れ
は
一
寿
会
活
動
と

75

２１

60

80

市
道
の
一
身
田
町
長
岡

百
石
橋
ま
で
の
わ
ず
か

あ
っ
た
が
、
道
路
の
勾
配
を
４

～

年
の
戦
後
に
沢
山
生
ま

が
占
め
る
比
率
は
２･

１
％

す
よ
う
「
健
康
講
座
」「
体

一
身
田
町
に
熟
成
さ
れ
た

30

２５

線
（
旧
名

浜
田
長
岡
線
）
ｍ
の
距
離
が
拡
幅
さ
れ
た

～
６
％
に
し
て
な
だ
ら
か
に

れ
ら
れ
た
方
々
の「
団
塊
の

ア
ッ
プ
し

・
９
％
と
な
り
ま

育
・
運
動
」「
社
会
へ
の
参

仲
間
や
組
織
へ
の

集
う
、

30

の
道
路
拡
幅
工
事
が
ま
も

が
一
日
３
，
７
０
０
台
余
り

す
る
。
令
和
２
年
度
は
大
古

世
代
」
が
こ
れ
か
ら
「
後
期
高

し
た
。
一
身
田
の
５
年
先
の

加
」
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

学
ぶ
、
繋
ぐ
で「
つ
な
が
ろ

加
え
て
、
各
地
区
・
女
性

な
く
始
ま
る
。

の
交
通
量
が
あ
り
、
早
期

曽
出
屋
地
区
側
か
ら
１
１
０

齢
者
」
へ
仲
間
入
り
さ
れ
ま

人
口
は
更
に
減
少
し
ま
す

け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。

う
」
を
推
進
し
て
行
き
ま

部
会
の
隆
盛
を
図
り
た
い

こ
の
市
道
は
昭
和

年

の
拡
幅
が
待
た
れ
て
い
た
。

ｍ
ほ
ど
の
区
間
で
工
事
に
着

す
。「
超
高
齢
化
時
代
」
を
迎

が
、
高
齢
者
人
数
は
増
加

「
一
壽
会
」
は
誰
の
た
め
に

す
。「
親
睦
旅
行
」「
清
掃
奉

と
考
え
て
い
ま
す
。

30

代
の
道
路
計
画
で
、
昭
和

拡
幅
工
事
は
二
百
石
橋

手
す
る
。
国
の
交
付
金
の
絡

え
、
堺
屋
太
一
さ
ん
が
指
摘

し
、

歳
以
上
が
占
め
る
比

「
有
る
の
か
、
他
で
も
な
く

仕
」「
友
愛
活
動
」「
寿
大

今
後
共
、
会
員
満
足
度

60

年
か
ら
一
身
田
団
地
が

か
ら
大
古
曽
出
屋
ま
で
の

み
も
あ
り
、
区
間
の
完
成
年

の「
２
０
２
５
年
問
題
」
が
ス
タ

率
は

％
弱
に
上
昇
す
る

「
会
員
」
の
た
め
に
有
り
ま

学
」「
サ
ロ
ン
」「
歩
こ
う
会
」
を
高
め
、
会
員
増
強
を
図

35

34

造
成
さ
れ
、
団
地
内
に
は

３
８
０
ｍ
の
区
間
で
、
道
路

度
は
未
定
。
ま
た
、
通
行
止

ー
ト
致
し
ま
す
。

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

す
。「
何
に
取
り
組
む
の
「
寄
せ
植
え
」「
趣
味
の
作

り
、
更
な
る
団
結
で
１
０
の

幅

ｍ
、
片
側
１
車
線
の
道

幅
員
９
ｍ
、
そ
の
内
歩
道
が

め
に
し
て
工
期
を
早
め
る
か

一
身
田
の
人
口
は
５
年
前

津
市
の
平
均
寿
命
は
男

か
」
そ
れ
は
３
つ
の
目
的

品
」「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」「
凧

ク
ラ
ブ
が
飛
躍
で
き
る
よ

11
路
が
造
ら
れ
た
。

２･

５
ｍ
、
車
道
６･

５
ｍ
で
歩

否
か
は
今
後
地
元
民
と
相
談

に
比
べ
６
４
２
名
減
少
し
ま
し

・
１
歳
、
女

・
４
歳
と
長

「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
上
げ
大
会
」「
運
動
会
」「
踊

う
、
皆
様
か
ら
の
御
支

82

87

そ
の
後
、
平
成

年
頃
か

道
と
車
道
を
分
離
す
る
。
す
る
と
し
て
い
る
。
（
津
市
建

た
。
一
方
で

歳
以
上
の
方

寿
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体

り
」
等
に
多
く
の
方
々
の
参

援
、
御
指
導
を
お
願
い
申

20

60

ら
岩
崎
病
院
南
側
か
ら
二

毛
無
川
に
架
か
る
二
百
石

設
部
建
設
整
備
課
）

は

５
年
前
と
比
較
し

名

「
健
康
寿
命
」
男

・
７
歳
、

的
に「
ど
う
取
り

組
む
の

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

78

78
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皆
さ
ん
は
高
田

ば
れ
る
白
い
水
平
線
を
入
れ

正
２
年(

１
５
７
４)

高
田
派

高
田
短
期
大
学
オ
フ
ィ

多
く
が
津
市
内
、
近
隣
市

％
、

代

・

％
、
お
七
夜

代

・

％
、

代

・

本
山
の
塀
に
白
い

た
土
塀
の
こ
と
で
、
御
所
や

第

世
堯
慧(

ぎ
ょ
う
え)

50

13

2

13

9

70

12

9

12

ス
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
の
中
畑
ゼ

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は

代

・

％
、

代

％
と
中
高
年
層
が
多
く
、

５
本
線
が
入
っ
て

門
跡
寺
院
に
用
い
ら
れ
、
格

上
人
の
時
で
あ
り
ま
し
た
。

60

18

5

70

17

ミ
で
は
、
２
０
１
８
・

年

一
方
、
非
イ
ベ
ン
ト
時
で

・

％
、

代

・

％
、

来
訪
目
的
を
見
る
と
高
田

い
る
の
を
ご
存
知

式
の
高
さ
に
よ
り
数
を
増
や

当
時
、
そ
の
直
近
５
代
の

19

7

40

15

8

10

度
に
一
身
田
寺
内
町
来
訪

は
津
市
内
は

・

％
に

代

・

％
な
ど
と
な
っ
て
い

本
山
へ
の
お
参
り
（

・

で
す
か
？
実
は
、
し
、
５
本
は
最
高
の
格
式
を

門
跡
が
親
王
家
か
ら
入
室

32

7

13

4

74

3

者
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
止
ま
り
、
愛
知
県

・

ま
す
。
幅
広
い
年
代
の
方
が

％
）
と
併
せ
て
、
観
光
（

・

こ
の
５
本
線
は
デ

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

し
、
い
ず
れ
も
宮
号
を
称

18

8

43

そ
の
結
果
の
一
部
を
紹
介

％
、
近
畿
圏

・

％
、
関

来
訪
し
て
お
り
、
家
族
・
親

％
）
、
街
の
散
策
（

・

ザ
イ
ン
で
は
な

天
保

年(

１
８
４
４
）
に

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
特

11

9

6

40

6

15

し
ま
す
。

東
・
東
北
・
北
海
道

・

戚
、
友
人

・
知
人
で
集
っ
て

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
、
深
い
意
味
が

唐
門
が
棟
上
げ
さ
れ
た
頃

殊
な
門
跡
寺
院
で
、
東
海

11

9

来
訪
者
の
お
住
ま
い
の
地

％
な
ど
広
域
か
ら
も
来
訪

来
訪
し
て
い
る
方
が
多
い
た
め

若
者
も
来
る
街
に
ど
う

あ
る
の
で
す
。

の
筋
塀
は
、
現
在
の
線
よ
り

地
方
唯
一
の
寺
格
の
優
れ

域
は
寺
内
町
ま
つ
り
で
は

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

と
み
ら
れ
ま
す
。
但
し
、

し
た
ら
で
き
る
か
、
非
イ
ベ
ン

正
式
に
は
筋
塀

少
し
細
い
棒
状
の
作
り
で
塀

た
寺
院
で
し
た
。

20

津
市
内

・
６
％
、
鈴
鹿

り
ま
し
た
。

代
は
少
な
く
、
寺
内
町
ま
つ
ト
時
に
も
楽
し
め
る
街
に
ど

(

す
じ
べ
い)

と
い

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
よ
う

そ
の
後
、
廃
仏
毀
釈
の

80

市
・
亀
山
市
４
・
０
％
、
お

年
代
層
を
見
る
と
、
寺

り
で
は

・

％
、
お
七
夜
で

う
磨
い
て
い
く
か
、
よ
り
広

い
、
定
規
筋(

じ
ょ

で
す
。
専
修
寺
の
門
跡
号
が

流
れ
か
ら
明
治
４
年(

１
８

1

9

七
夜
で
は
津
市
内

・
６

内
町
ま
つ
り
で
は

代
が

は

・

％
の
み
で
し
た
。

域
に
情
報
を
ど
う
発
信
し

う
ぎ
す
じ)

と
呼

初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
天

７
１)

に
門
跡
号
が
廃
止
れ

71

10

5

6

％
、
鈴
鹿
市
・
亀
山
市

・

・

％
、

代

％
、

非
イ
ベ
ン
ト
時
で
は

代
が

て
い
く
か
な
ど
が
課
題
と
考

ま
し
た
が
、
明
治

年(

１

12

19

4

70

19

40

60

28

13

９
％
、
松
阪
市

・

％
と

代

.

％
、

代

・

・

％
、

代

・

％
、

え
ら
れ
ま
す
。

８
８
０)

に
は
賜
春
館
を
行

4

6

16

1

60

15

7

7

50

21

8

40

高
田
本
山
で
は
来
る
２

在
所
と
し
て
明
治
天
皇
が

９
月

日
、
寺
内
町
の
館

工
会
が
所
有
し
て
い
る
案
内

０
２
３
年
（
令
和
５
年
）

行
幸
さ
れ
、
明
治

年(

１

15

5

13

で
観
光
振
興
懇
話
会
（
会

版
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
げ
て

月

日
～

日
の

日
間

８
８
５)

に
は
、
門
跡
号
を

21

28

8

長

中
西
万
喜
夫
氏
）
の
会

目
と
耳
で
情
報
を
提
供
す

特
別
法
要
と
し
て
親
鸞
聖

復
称
さ
れ
て
現
在
に
至
っ

議
が
開
催
さ
れ
、
議
題
の
一

る
。
そ
の
後
、
商
店
に
も
拡

人
御
誕
生
８
５
０
年
、
立

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
、
ご
存
知
で

て
い
ま
す
。

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
生

つ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
地
域

大
さ
せ
る
。
高
田
短
大
と
連

教
開
宗
８
０
０
年
、
真
慧

い
つ
か
、
再
び
天
皇
陛
下

す
か
。
皆
様
良
く
ご
存
知
の

最
近
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
活
に
直
結
し
た
便
利
な
使

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す

携
を
密
に
す
る
が
年
齢
を

上
人
５
０
０
年
忌
、
聖
徳

に
行
幸
し
て
い
た
だ
き
た
い

バ
ー
コ
ー
ド
は
、
横
に
な
ぞ
っ
ト
へ
の
接
続
手
段
と
し
て
広

い
方
、
必
要
な
情
報
を
身

る
小
林
伸
生
氏
の
提
案
を

問
わ
ず
広
く
協
力
者
を
求

太
子
１
４
０
０
年
忌
の
法

も
の
で
す
。

て
十
数
桁
の
数
字
を
読
み

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
近
に
即
座
に
得
ら
れ
る
使

受
け
、
よ
り
具
体
的
に
取
り

め
る
等
が
決
め
ら
れ
た
。

会
を
執
り
行
い
ま
す
。
講

高
田
本
山
専
修
寺

取
り
ま
す
。

マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

い
方
で
す
。
共
に
広
く
普

組
む
方
策
を
検
討
し
た
。

運
用
は
令
和
３
年
１
月
の

演
会
、
稚
児
行
列
等
を
計

広
報
課

玉
野
章
法

身
近
な
例
で
は
品
物
に
メ

を
読
み
取
る
事
で
簡
単
に

及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

結
果
、
ま
ず
は
津
市
や
商

お
七
夜
か
ら
の
予
定
。

画
し
て
お
り
ま
す
。
に
ぎ

ー
カ
ー
や
、
商
品
の
種
類
を

目
的
の
ペ
ー
ジ
に
繋
げ
る

ス
マ
ホ
を
Ｏ
Ｒ
コ
ー
ド
で
結

や
か
に
ご
参
詣
下
さ
い
。

纂
さ
れ
た
最
古
の
歌
謡
集

数
字
で
表
現
し
、
レ
ジ
の
効

事
が
出
来
ま
す
。
チ
ラ
シ
、
び
つ
け
る
事
で
可
能
と
な

に
表
示
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
商

皆
様
方
の
協
力
に
よ
っ
て

三
水
曜
日
９
時

分
～

（
和
歌
、
長
歌
、
施
頭
歌

30

11

率
化
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

り
ま
し
た
。
食
堂
の
入
り

品
の
詳
細
情
報
を
提
供
出
来

一
身
田
を
楽
し
く
活
気
あ

時

分
ま
で
。
今
年
の
練
習

等
）
で
あ
り
、
人
々
の
心
の

30

こ
れ
に
対
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ド
を
併
記
し
て
関
連
ペ
ー

口
に
立
派
な
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ま
す
。

る
町
に
出
来
た
ら
と
願
っ
て

曲
は
、
エ
デ
ン
の
東
、
エ
リ
ー

躍
動
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
天

は
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
と
も

ジ
へ
の
接
続
を
促
す
の
は
現

ド
ウ
が
無
く
て
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー

寺
内
町
の
名
所
案
内
を
そ
の

お
り
ま
す
。
色
々
な
提
案
、

ゼ
の
た
め
に
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
等

皇
貴
族
か
ら
庶
民
に
い
た

呼
ば
れ
、
縦
横
の
平
面
を
使

在
の
一
つ
の
活
用
例
で
す
。
ド
の
掲
示
だ
け
で
メ
ニ
ュ
ー

場
に
掲
げ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使

相
談
事
を
持
っ
て
寺
内
町
の

で
す
。
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
が

る
万
民
の
歌
４
５
１
６
首

い
、
英
数
字
、
漢
字
等
を
一

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
工
夫
次

を
入
店
前
に
知
ら
せ
る
事

い
肉
声
で
出
来
ま
す
。
又
、
声

館
を
気
楽
に
訪
問
し
て
く
だ

基
本
鍵
盤
楽
器
に
触
れ
る

が
、

巻
に
ま
と
め
ら
れ

20

般
的
に
百
文
字
程
表
現
し

第
で
も
っ
と
便
利
な
活
用

が
出
来
ま
す
。
値
札
の
横

の
出
る
新
聞
も

出
来
ま
す
。

さ
い
。
一
身
田
の
未
来
を
互

の
が
初
め
て
で
も
、
好
き
な

て
い
る
。
世
界
に
誇
る
文

い
に
語
る
と
共
に
ご
協
力
を

曲
が
弾
け
る
楽
し
み
を
味

化
遺
産
と
い
え
る
。
そ
の

設
整
備
が
全
て
完
了
し
、
自

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
っ
て
い
ま
す
。
公
民
館
文

中
に
多
く
の
戀
歌
が
あ

治
会
、
商
工
会
、
文
化
団

化
祭
に
は
、
毎
年
、
新
曲
を

り
、
人
間
の
生
々
し
い
情

体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
新
た

い
。
今
後
も
新
し
く
整
備
さ

交
え
た
演
奏
で
参
加
。
公
民

愛
を
美
し
く
、
時
に
は
哀

公
民
館
講
座
等
の
状
況

り
、
２
５
９
人
の
方
が
受
講

す
。
ま
た
、
公
民
館
講
座

な
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま

れ
た
施
設
が
、
よ
り
一
層
地

館
改
修
で
、
昨
年
度
ま
で
は

し
く
詠
っ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

修
了
生
で
組
織
す
る
「
自

す
。
ま
た
、
施
設
整
備
中
は

域
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

豊
里
公
民
館
で
の
練
習
で
し

人
を
戀
し
、
全
て
の
も
の
を

一
身
田
公
民
館
主
催
の
公

教
養
セ
ミ
ナ
ー
は
、
自
分

主
講
座
」
が
年
間
通
じ
て

他
の
公
民
館
を
利
用
し
て
も

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

た
。
今
年
４
月
か
ら
は
新
し
「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気

愛
し
む
心
は
、
万
葉
の
時

い
つ
く

民
館
講
座
は
、
地
域
力
創

の
興
味
や
関
心
に
合
わ
せ

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
っ
て
い
た
自
主
講
座
な
ど
の

だ
け
る
よ
う
、
公
民
館
講
座

く
な
っ
た
館
で
、
新
た
な
気

淑
く
風
和
ら
ぐ
」
万
葉
集
５

代
も
今
も
全
く
変
ら
な

造
セ
ミ
ナ
ー
と
教
養
セ
ミ
ナ

て
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

自
主
講
座
は
、
絵
て
が
み
、
グ
ル
ー
プ
も
、
一
身
田
公
民

等
の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い

楽
譜
が
読
め
な
い
、
楽
器

持
ち
で
練
習
。
新
型
コ
ロ
ナ

巻
、
梅
花
の
歌
３
２
首
の
序

い
、
い
や
現
代
以
上
に
自

ー
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
指
す
講
座
で
、「
着
物
の
着

華
道
、
着
付
け
グ
ル
ー
プ

館
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

は
苦
手
、
で
も
何
か
一
つ
楽

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
も
努

文
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
よ

由
で
あ
り
、
お
お
ら
か
で

地
域
力
創
造
セ
ミ
ナ
ー
は
、
付
け
」
、「
抹
茶
」
、「
和
裁
」
な
ど

団
体
、
１
７
７
人
の

た
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

器
が
弾
け
た
ら
・
・
そ
ん
な

め
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ

り
「
令
和
」
の
元
号
が
引
用

あ
る
と
感
じ
る
。
万
葉
戀

12

地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
、
な
ど

講
座
が
あ
り
、
１

他
、
講
座
出
身
団
体
な
ど

次
年
度
の
計
画
と
し
て
、
一

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
講
座

ん
は
、「
一
曲
、
一
曲
レ
パ
ー

さ
れ
た
。
今
ま
で
の
そ
れ
は

歌
に
ふ
れ
、
心
豊
か
に
、
人

11

人
づ
く
り
や
人
材
の
育
成

４
０
人
の
方
が
受
講
さ
れ

一
般
講
座

団
体
、

人

身
田
寺
内
町
ほ
っ
と
ガ
イ
ド

（
一
身
田
公
民
館
長

鈴

で
す
。
こ
の
講
座
も
開
講
か

ト
リ
ー
が
増
え
て
い
く
の
が

漢
籍
（
中
国
の
古
典
）
か
ら

生
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

10

94

を
目
指
し
た
講
座
で
、「
寿

て
い
ま
す
。

の
方
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

会
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
木
達
也
）

ら

年
以
上
な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
で
す
。
先
生
が
ほ
め

選
ば
れ
て
き
た
が
、
初
め
て

心
が
委
縮
し
そ
う
な
時
だ

15

大
学
」
と
「
音
楽
療
法
教

本
年
度
か
ら
詩
吟
の「
万

す
。

「
（
仮
称
）
一
身
田
歴
史
講

※

現
在
の
指
導
者
は
、
鈴
木
眞

て
く
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
う
れ

国
書
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

か
ら
こ
そ
、
万
葉
の
人
々
の

室
」
、「
笑
い
か
ら
始
め
る
健

葉
戀
歌
を
吟
じ
よ
う
」
の

一
身
田
公
民
館
は
、
皆

座
」
を
開
講
し
た
い
と
考
え
て

公
民
館
講
座
活
動
の
一
部

澄
先
生
で
す
。
生
徒
数

し
い
ね
ぇ
（
笑
）
」
。

万
葉
集
は
奈
良
時
代
、
大

心
に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

16

康
法
」
な
ど
の
６
講
座
が
あ

講
座
が
新
し
く
開
講
し
ま

さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と

施

い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

を
紹
介
し
ま
す
。

名
。
練
習
は
毎
月
第
一
・
第

体
験
・
受
講
大
歓
迎
で
す
。

伴
家
持
等
の
手
に
よ
っ
て
編

（
加
藤
龍
宗
）

高
田
短
期
大
学
キ
ャ
リ
ア
育
成
学
科

教
授

中
畑

裕
之

代
表

田
邊

均


